
(1)  平成２２年２月２７日（土）  作並・回文の里タイムス          第２号 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   満は自7激体仙くで

 

審審査査

 

16

【編集・発行】 

回文の里づくり実行委員会 

〒989-3431 

 仙台市青葉区作並字相ノ沢 27 

 JR 作並駅内宮城地区観光案内所内

 電話 022-395-2052 

発行者：委員長 森谷 寛 

編 集：事務局 佐藤照彦 相沢良雄 

第第今今 「北付

作作並並・・回回文文のの里里

タタイイムムスス 
実句由点会査14審点点
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
は
昨
年
の

673
点
の
4
割
に

た
な
い
応
募
数
で
し
た
。
内
訳

、
句
の
部
97
点
、
歌
の
部
44
点
、

由
の
部

109
点
、
チ
ビ
ッ
子
の
部

点
と
な
っ
て
お
り
、
応
募
数
が

減
し
た
の
は
、
昨
年
と
比
べ
、
団

で
の
応
募
（
神
戸
市
内
の
高
校
と

台
市
内
の
小
学
校
）
が
今
回
は
全

な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因

す
。 

査査
はは
順順
調調
にに
進進
みみ
、、
第第
２２
次次
審審

、、
最最
終終
審審
査査
へへ  

応
募
が
あ
っ
た
作
品
は
、
１
月

日
（
土
）
に
回
文
の
里
づ
く
り

行
委
員
会
に
よ
る
予
備
審
査
で

の
部
56
点
、
歌
の
部
44
点
、
自

の
部
59
点
、
チ
ビ
ッ
子
の
部
７

が
選
考
さ
れ
、
第
12
回
交
流
大

参
加
者
が
審
査
す
る
第
１
次
審

に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月

日
時
点
で
ま
と
ま
っ
た
第
１
次

査
結
果
を
受
け
て
、
句
の
部

21

、
歌
の
部
23
点
、
自
由
の
部
21 

、
チ
ビ
ッ
子
の
部
5
点
が
専
門   

審さっ大次ら出になで投じ

  

1122
回回
全全
国国
回回
文文
ココ
ンン
テテ
スス
トト  

年
もも
全全
国国
各各
地地
かか
らら
多多
数数
のの
応応

年恒
例
の
第

12
回
全
国
こ
と
ば
遊
び

郵
送
の
部
」
の
応
募
が
昨
年
12
月

は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全

け
ま
し
た
。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

査
員
に
よ
る
第
２
次
審
査
に
回

れ
ま
し
た
。
第
２
次
審
査
に
残

た
作
品
は
、
い
よ
い
よ
、
交
流

会
第
１
日
目
に
行
わ
れ
る
第
２

審
査
で
各
部
門
５
点
ず
つ
に
絞

れ
、
交
流
大
会
参
加
者
か
ら
提

さ
れ
た
自
由
題
作
品
と
と
も

、
最
終
審
査
を
受
け
る
こ
と
に

り
ま
す
。 

最
終
審
査
は
、
交
流
大
会
の
中

専
門
審
査
員
と
大
会
参
加
者
の

票
に
よ
り
行
わ
れ
、
得
票
に
応

て
各
賞
が
決
定
し
ま
す
。 

 
 

 
 

第
１
回
～
第

11
回

ス
ト
の
応
募
の
推
移 

郵
送
の
部
の
コ

ト
は
、
第
12
回
を
数

が
、
グ
ラ
フ
１
の
よ

期
（
第
１
回
～
第
４

比
べ
る
と
全
体
と

少
傾
向
に
あ
り
ま
す

回
目
が
極
端
に
多
い

１
人
当
た
り
の
応

を
制
限
し
な
か
っ

に
よ
り
ま
す
。
第
５

は
、
応
募
者
の
実
人

部
門
の
重
複
応 

募
を
除
い
た
応 

募
者
数
）
も
作 

品
総
数
と
同
じ 

よ
う
に
減
少
傾 

向
に
あ
り
ま
す 

が
、
こ
の
中
で

 、

第
５
回
以
降
、 

次
第
に
常
連
の 

 

募
者
の
応
募 

限
定
さ
れ
つ 

あ
り
、
新
顔 

応
募
が
減
り 

け
て
い
る
と 

う
事
態
が
進 

で
い
ま
す
。 

 

に
第
８
回
以 

、
そ
の
傾
向 

顕
著
に
現
れ 

募募
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。  

回
文
コ
ン
テ
ス
ト
・
交
流
大
会

31
日
に
締
め
切
ら
れ
、
今
年
も
、

国
各
地
か
ら

257
点
の
作
品
を
受

の回文コンテストへの応募状況（概要）

熱心に審査する専門審査員（昨年） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

応につの続いん特降が

これまで
コ
ン
テ

ン
テ
ス

え
ま
す

う
に
初

回
）
に

し
て
減

。
第
１

の
は
、

募
点
数

た
こ
と

回
以
降

数
（
各    

全国回文コンテスト郵送の部作品応募状況の推移

3,500

(単位：点）

グラフ 1
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第
５回
第
６回

第
７回

第
８回

第
９回

第
１０

回

第
１１

回

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
フ

か
ら
は
、
応
募
総
数
と
自
由
部
門

の
応
募
数
、
応
募
者
の
実
人
数
が

ほ
ぼ
同
様
の
折
れ
線
の
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う

に
、
三
者
に
深
い
相
関
関
係
が
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

一
方
、
常
連
の
熟
練
の
応
募
が

中
心
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
こ
れ

に
学
校
な
ど
か
ら
団
体
で
の
応
募

が
あ
っ
た
と
き
に
、
応
募
点
数
の

浮
き
沈
み
が
激
し
く
出
る
傾
向
が

あ
る
よ
う
で
す
。
（
一
面
へ
） 

合計

句の部

歌の部

自由の部

チビッ子の部

出点実人数
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 況てグ男35応は代業倒主第かが

 

募者（男女別）

  

第９回・第１０回回文コンテスト応
  
  
  
  
  
  
  
  

   
  
 

               

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

10

月

～

11

月

に

か

け

て

は
、
作
並
の
清
流
と
渓
谷
美
に
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一
面
か
ら
の
続

） 

き

応
募
者
の
内
訳 

 

第
９
回
と
第
10
回
の
応
募
状

か
ら
応
募
者
の
内
訳
を
調
べ

み
ま
す
と
、
男
女
別
で
は
、

ラ
フ
２
・
3
・
4
の
よ
う
に

子
の
６
割
以
上
、
女
子
が

％
前
後
で
男
子
の
方
が
多
く

募
し
て
い
ま
す
。
年
代
別
で

、
第
９
回
と
第
10
回
と
も
30

、
40
代
、
50
代
が
多
く
、
職

別
に
み
る
と
、
会
社
員
が
圧

的
に
多
く
、
そ
れ
に
無
職
、

婦
、
学
生
と
続
い
て
い
ま
す
。

９
回
と
第
10
回
の
応
募
状
況

ら
は
、
以
上
の
よ
う
な
結
果

表
れ
ま
し
た
。 

ル
を
味
わ
い
な
が
ら
心
地
よ
い

奏
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

第９回 34%

第９回 66%

第10回  63%

第10回 37% 男子
女子

第９ 回・第 １０回 回文 コンテ スト応 募者（ 年代別 ）

25
（単位：％）

回 ・ 第 １ ０ 回 回 文 コ ン テ ス ト 応 募 者 （ 職 業 別 ）

(単 ）

グラフ２

必死
第 ９

40

位 ：％
 
 

     
 

 
 

昨
年
8
月
29
日
（
土
）
に
、

「
ウ
イ
ス
キ
ー
の
父
を
偲
ぶ

交
流
イ
ベ
ン
ト
」《
竹
鶴
政
孝

生
誕
祭
》
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
仙

台
工
場
開
設
40
年
、
創
業
者

竹
鶴
政
孝
氏
の
生
誕

115
年
を

記
念
し
て
、
作
並
振
興
観
光

協
会
等
が
主
催
し
ま
し
た
。

            

界
の
料
理
が
登
場
し
、
雀
踊

や
太
鼓
、
三
味
線
な
ど
が
披

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

  
 

 
 

 
 

  

接《グ（ス開加

作並湯の駅ラサンタの一年 
「
湯
の
駅
ラ
サ
ン
タ
」
が
昨
年

か
ら
早
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

「
温
か
さ
、
温
も
り
」
の
意
味
を

か
が
言
っ
た
屋
根
の
な
い
博
物
館

た
環
境
の
中
で
、
オ
ー
プ
ン
以
来

の
来
場
が
あ
り
、
盛
況
を
博
し
て

0

5

10

15

20

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代

年
齢
不
詳

第９回
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公
務
員

教
員

経
営
者

学
生

主
婦

家
事
手
伝
い

無
職

職
業
不
詳

第 9回

第10回

グラフ３グラフ 4
  
周れののシスさテ演
 
 
 
 

 
 

 

 

し
、
健
康
効
果
も
実
感
で
き
る

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

》
が
、「
鳳
鳴
四
十
八
滝
コ
ー
ス

6
キ
ロ
）
」
と
「
奥
新
川
コ
ー

（
10
キ
ロ
）
」
の
2
ル
ー
ト
で

催
さ
れ
、
約

120
名
の
市
民
の
参

が
あ
り
ま
し
た
。 

        

10
月
18
日
に
は
、
ラ
サ
ン
タ
一

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

、
隠
れ
た
名
瀑
『
作
並
大
滝
』

見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

10
月
～

12
月
の
最
終
土
曜
日

夕
べ
に
は
、
在
仙
の
ミ
ュ
ー
ジ

ャ
ン
を
招
い
て
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

「
お
と
な
の
演
奏
会
」
が
開
催

れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
並
カ
ク

   

る文ーと回結低高

 

 
 人回

10
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
言
葉
で

表
す
「
ラ
サ
ン
タ
」
は
、
誰

と
い
う
自
然
豊
か
な
恵
ま
れ

、
先
月
ま
で
約
５
万
６
千
人

い
ま
す
。 
田りい 
        
2
位 

佐
藤
佑
一
君 

 

75
点 

3
位 

瀬
上
翔
平
君 

 

70
点 

回
文
教
室
に
は
、
子
供
と
大

合
計
10
名
の
参
加
が
あ
り
、

文
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
の

副
公
一
さ
ん
か
ら
回
文
の
作

方
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

導
が
あ
り
ま
し
た
。 

指

に札を探す選手たち
世り露
た
大
会
、
1
日
（
土
）
に
回

教
室
を
宮
城
西
市
民
セ
ン
タ

で
開
催
し
ま
し
た
。 

か
る
た
大
会
は
３
年
生
以
下

４
年
生
以
上
に
分
か
れ
て
３

戦
行
わ
れ
ま
し
た
。 

果
は

の
と
お
り
で
し
た
。 

次

学
年 

 

1
位 

佐
藤 

 

薫
君 

 

88
点 

2

 

小
林
雅
望
さ
ん
47
点 

位

学
年 

1
位 

佐
藤 

 

司
君 

 

76
点 
２
月
６
日
（
土
）
に
回

3

第
３
回
回
文
か
る
た
大
会

回
文
教
室
を
開
催 
文
か

・


